
2018 年度第 6 回定例市長記者会見資料 

（2018 年 7 月 18 日） 

●ごみ減量キャンペーンの実施について 

 

札幌市では、2018 年 3 月に策定した「新スリムシティさっぽろ計画」における新たなご

み減量目標「1 人 1 日当たりのごみ排出量の 100 グラム減量」を達成するため、7 月 25 日

から、ごみ減量キャンペーンを実施します。 

今年度は、2R（リユース（再使用）、リデュース（発生・排出抑制））に重点を置き、「お

片付け」に関するパンフレットの配布やセミナーの開催などを通じて、市民の皆さまに「不

用品の再使用促進」と「食品ロスの削減」を呼び掛けます。 

多くの市民の皆さまと企業にご協力いただき、ごみの減量・リサイクルの取り組みを一

層推進してまいります。 

 
１ キャンペーン概要 

(1) リユースキャンペーンについて（新規事業） 

① キャンペーン名称 

しまっておくより月イチ・リユース。 

② 目的 

定期的に自宅を片付け、しまっておくといずれごみになってしまう不用な衣服等 

を、使えるうちにリユースショップや無料回収に出すなどしてリユースすることで、 

ごみの減量を促す。 

③ 期間 

7 月 25 日（水）～2019 年 3 月 31 日（日） 

  (2) リデュースキャンペーンについて（既存事業※） 

  ① キャンペーン名称 

        日曜日は冷蔵庫をお片づけ。 

  ② 目的 

        冷蔵庫の中を定期的にチェックする習慣を身に付けることで、食品の使い切り・

食べ切りによる食品ロスの削減を呼び掛ける。 

③ 期間 

7 月 25 日（水）～2019 年 3 月 31 日（日） 

※2016 年度より、毎年 7月から翌年 3月末まで実施している。 

  

２ キャンペーン内容 

(1) 「お片付け」に関するパンフレットの配布 

整理収納アドバイザーの広沢 かつみ氏監修による「冷蔵庫のお片付け」と「おう

ちのお片付け」テクニック等をまとめた 2 冊のパンフレットをイベント会場や各区役

所等の公共施設で配布する。（7月下旬配布開始予定） 
 

 

 

 

 

 

【広沢 かつみ氏】 

整理収納アドバイザー1級・2級認定講師、家庭の省エネエキスパート

などの資格を持ち、リフォーム、新築の取材、整理収納のアドバイス

に訪れた住宅は 400 件以上。『これからをもっとたのしく』する整理収

納テクニックを提案。 

 



(2) 啓発イベントの実施 

市内の大型イベントやチ・カ・ホなどで、食品ロスの削減やリユースの促進に関す

るパネルを展示するほか、「お片付け」に関するセミナーを開催する。 

① 2R 促進パネル展示イベントの開催 

・ 日時：7 月 25 日（水）・26 日（木）、9 月 22 日（土）・23 日（日）、 

11 月 30 日（金）・12 月 1 日（土）、2019 年 2 月 16 日（土）・17 日（日） 

各日 11：00～18：00 

       ・ 場所：チ・カ・ホ「北 1条イベントスペース」（東側） 

    ・ 内容：冷蔵庫模型や 2R を促進するパネルの展示、パンフレットの配布、古着・ 

小型家電の無料回収等 

   ② 食べる・たいせつフェスティバル 2018（コープさっぽろ主催） 

・ 日時：8月 25 日（土）10：00～16：00 

       ・ 場所：つどーむ（東区栄町 885） 

    ・ 内容：冷蔵庫の整理整頓術について親子で学べるセミナー 

③ 整理収納アドバイザーによる公開セミナーの開催 

    ・ 日時：2019 年 3 月 3 日（日）10：00～16：00 

    ・ 場所：チ・カ・ホ「北 3条交差点広場」 

・ 内容：冷蔵庫や衣類などの整理収納術を実演付きで学べる 

・ 講師：広沢氏、コジマジックさん（お笑いタレント／整理収納アドバイザー） 

(3) 周知方法 

地下鉄車内や公共施設等に啓発ポスターを掲出するほか、チ・カ・ホなどの街頭 

ビジョンで動画を放映。公式 Facebook（www.facebook.com/sapporo.gomi/）では、 

広沢氏によるお片付けテクニックなどの情報を発信。 

 
参考：札幌市の家庭ごみ量・事業ごみ量について 

 
 
 

 
 

 
 
 

▲コジマジックさん 

問い合わせ先 
（ごみ減量キャンペーンについて） 
環境局環境事業部循環型社会推進課（ごみ減量推進担当）佐々木・原  

電話：211-2928、ファクス：218-5108 

（新スリムシティさっぽろ計画について） 
環境局環境事業部循環型社会推進課 三好・川崎  

電話：211-2912、ファクス：218-5108 

10 年間で約 20％減 


